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船が 港へ 近づく につれ て、 船の 中で 起った 先刻の 悲 

劇よりも 何よりも、 新聞記者 である 里 村の 心 を 支配し 

たの は、 如何にし てこの 事件 をい ち 早く 本社に 報道す 

るかと いう 職業意識 であつ た。 

彼 は、 社へ 発送すべき 電文の 原稿 はもう したためて 

いる。 しかし、 同じ 船の 中に、 自分の 社と ふだんから 

競争の 地位に たって いる A 新聞の 記者 田 中が ちゃんと 

乗り あわせて、 矢張り 電文の 原稿 は 書いて しまって 現 

に 自分の そばに、 问げ ない K 子 をして 自分と 話 をして 



いる。 その 様子 は 如何にも 自信に 満ちた 様子で ある。 

港に は 郵便局 は 一 つし かない、 従って 送信機 も 一 つし 

かない 勘定 だ。 どちら かさき に 郵便局へ 着いた 方が そ 

れを 何分 間で も 何時間で も 独占で きる の だ。 郵便局 は 

波止場から 十 町 も はなれて いると いう。 して 見れば 体 

力の すぐれて いる 田 中が さきに ゆきつく こと は 必定 だ _ 

里 村 は 気が 気でなかった、 波止場 はすで に 向う に 見 

えてい る。 彼 はいても 立っても いられなかった。 こと 

に、 自分の 体力に 信頼し きって 悠然と かまえて いる 田 

中の そばに いるの がもう 辛 棒で きなかった。 彼 はふら 

ふらと デッキの ベ ンチ をた ち 上 つ て 船室へ 降りて い つ 



と、 それに わつ ちゃ あ、 親類 じゅうへ 合計 十三 本 も 用 

もない 電報 をう ちました ぜ」 

「そり やどう も 有り難う、 おかげで あの 男の 方 は 夕刊 

に 間に あいつ こなし だ、 なにつ り はとつ ときたまえ」 
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「要するに あの 場合、 船から 一 番先 きに 降りる もの は 

誰かって こ とに 気が ついた の は 吾ながら 感心 だ て 、 船 

員のう ちに は 必ず 船客より 先へ 降りる 者が ある つて こ 

とに 気がつく なん ざ 頭の いい もんだ な あ。 お蔭で 来月 

あたり は 昇給 かな。 田 中の 奴、 おれが 息せ ききって か 

けつけ たと 思って いるが、 豈 計らん や、 俺 は、 煙草 を 



ふかしながら 見物の つもりで やって来 たの だ。 あんま 

リ 気の毒 だから 局の 前で ちょ つ と龃 足の まね をして 見 

たがね。 気の毒と いえば、 この こと をす ぐに 奴に 知ら 

せる の も あんまり 気の毒す ぎる から、 一 つ あいつの 女 

房のと こへ でも 電報 を 打って 俺の 頭の よさ を 自慢して 

やろう かな」 

みちみち 

里 村は途 々ひとり 考えて 悦に入った。 

( 一 九 二 六 年 二月 号) 
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